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災害の情報収集や
いざというときの
心構えを高めよう。

緊急安全確保※

避難の心得

避難のポイント

特に注意が必要な場所

避難前に家の確認

①在宅避難
（自宅の安全が確認できる場合） （自宅の安全が確認できない場合）

避難前に、必ずガスの元栓を
締め、ブレーカーを落とし、
火の始末・戸締まりをする。

水がひざ上まで来ている場合

長い棒を頼りにする
側溝・マンホールに落ちない
よう足元には十分注意する。

水が入ると重くなり動き
にくくなるので動きやす
い運動靴を履く。

長靴は厳禁

持ち物は最低限
持ち物はリュックに
入れて両手を自由にする。

人は水の中で思ったようには歩けません。
水深が50cmを超えるときの避難はとて
も危険です。20cmでも歩行が不可能に
なることもあります。

危険な避難方法
道路が冠水すると自動車や
自転車での避難は危険です。

早めの自主避難
危険を感じたら、ためらわず
早めに自主避難しましょう。

2人以上で避難する
家族で避難する場合、ロープで
つなぐなど、流されないように
して避難する。

地下空間
冠水しやすく水圧で
ドアが開かなくなって
逃げ遅れる危険が
あります。

河川や用水路
激しい水の流れが
発生することがあるの
で、絶対に近づかない
ようにしましょう。

アンダーパス
水のたまるおそれが
あるので、車で入らない
ようにしましょう。
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洪水や土砂災害の危険度が高まったら、札幌市は避難情報を発令し、
避難を呼びかけます。しかし、避難の判断はさまざまな防災気象情報に
基づき、みなさん自身で行うことが重要です。
５段階の警戒レベルと取るべき行動の関係を
理解して早めの避難行動に役立ててください。

早期注意情報

命の危険！直ちに
身の安全を確保！

大雨特別警報

浸水しない
上の階に
逃げる

崖から
離れた部屋
へ避難する

隣の高くて
 頑丈な建物
に逃げる

風水害

警戒レベルから行動しよう
風水害

大雨注意報・洪水注意報
氾濫注意情報

避難経路と手持ちの
非常持出品を再確認
しよう。

防災気象情報 防災気象情報防災気象情報

※警戒レベル5「緊急安全確保」は災害が実際に発生または切迫していることを把握した場合に可能な範囲で発令します。
　発令を待たずに警戒レベル4「避難指示」までに危険な場所から避難してください。
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「避難」とは「難」を「避」けることです。安全な場所にいる人は避難する必要はありません。避難行動
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在宅避難は一定の条件を満たしている必要があります。
詳しくは、札幌市浸水ハザードマップ「わが家の防災メモ」で確認できます。

水が引くまで自宅にとどまる備
えが十分であれば、在宅避難
が可能です。

ためらわずに指定緊急避難場所
や安全な場所にある親戚・知人
宅へ立ち退き避難をしましょう。

正常性バイアスは、災害時などの危険が迫るなか、「まだ大丈夫だろう」という先入観な
どが働き、非常時であるという認識が妨げられて、その危険を認めない心の働きのこと
です。この心の働きにより、なかなか避難せず、逃げ遅れてしまうこともあります。

避難の妨げになる正常性バイアス
自分の身は自分が守る

防災コラム

札幌市  浸水ハザードマップ

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報

避難に時間がかかる
高齢者や障がいのある人、
避難の支援を行う人は
避難を開始しましょう。

高齢者等避難
避難情報

防災気象情報

危険な場所から
高齢者等は避難！

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

警戒レベル4 までに
危険な場所から

全員避難！

防災気象情報

避難指示

災害のおそれが高い
状況です。

・

危 険な場所から全員
避 難しましょう。

・

土砂災害警戒区域から
は直ちに立ち退き避難
しましょう。

・

避難情報

避難情報

②立ち退き避難

想定最大浸水深

ここなら
安全だ！












